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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト が 多 段 に 配 置 さ れ 、 前 段 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト か ら
の 濃 縮 液 流 路 が 次 段 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 供 給 液 流 路 へ 連 通 し て い る 逆 浸 透 膜
分 離 装 置 で あ っ て 、 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 供 給 液 流 路 の 少 な く と も １
ヶ 所 に お い て 昇 圧 ポ ン プ が 備 え ら れ て い る と と も に 、 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の
少 な く と も １ 段 に お い て 透 過 水 圧 力 も し く は 透 過 水 流 量 を 調 節 す る た め の 手 段 が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 逆 浸 透 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー
ル ユ ニ ッ ト 供 給 液 流 路 に 昇 圧 ポ ン プ が 備 え ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 逆 浸 透 膜 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
透 過 水 圧 力 も し く は 透 過 水 流 量 を 調 節 す る た め の 手 段 が 、 透 過 水 流 路 に 設 け ら れ た 圧 力 調
節 弁 、 流 量 調 節 弁 、 圧 力 エ ネ ル ギ ー 回 収 装 置 の う ち 少 な く と も １ つ か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

最 終 段 の モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 濃 縮 圧 力 エ ネ ル ギ ー を
回 収 す る 装 置 を 備 え 、 該 圧 力 エ ネ ル ギ ー の 回 収 装 置 １ 段 目 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 供 給 水
昇 圧 用 高 圧 ポ ン プ に 連 結 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 逆 浸
透 膜 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
ス ケ ー ル 防 止 剤 の 添 加 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 逆
浸 透 膜 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】

１ 段 目 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 上 流 側 に 設 け た

前 記 次 段 の
前 記

透 過 水 圧 力 も し く は 透 過 水 流 量 を 調 節 す る た め の 手 段 が 設 け ら れ て い る
に 続 く 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の

ま た は ２

透 過 水 お よ び ／ ま た は 逆 浸 透 膜 水 の
を

１ ～ ３ の い ず れ か

４

　 の 逆 浸 透 膜 、 前 処 理 と し て の 膜 濾 過 装 置 を



こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
少 な く と も １ 段 目 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 透 過 水 流 路 の 耐 圧 性 が ２ ． ０ Ｍ Ｐ ａ 以
上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
多 段 に 配 置 し た 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト を 用 い て 方 法 で あ っ
て 、 少 な く と 段 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 濃 縮 液 を 昇 圧 し て 次 段 の 逆 浸 透 膜 モ
ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト に 供 給 す る と と も に 、 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 少 な く と も １
段 に お い て 透 過 水 圧 力 も し く は 透 過 水 流 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 逆 浸 透 分 離 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
少 な く と も １ 段 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト に お い て 透 過 水 圧 力 も し く は 透 過 水 流 量
を 調 節 す る と と も に 縮 水 を 昇 圧 し て 逆 浸 透 膜
モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 逆 浸 透 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
「 ｎ 」 段 目 の 操 作 圧 力 「 Ｐ （ ｎ ） 」 と 「 ｎ ＋ １ 」 段 目 の

操 作 圧 力 「 Ｐ （ ｎ ＋ １ ） 」 、 下 記 の 範 囲 と す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
１ ． １ ５ ≦ Ｐ （ ｎ ＋ １ ） ／ Ｐ （ ｎ ） ≦ １ ． ８
【 請 求 項 １ １ 】
各 段 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 濃 縮 水 の 膜 面 流 速 に つ い て 、 最 も 大 き い 膜 面 流 速 を
有 す る モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 濃 縮 水 膜 面 流 速 （ 最 大 濃 縮 水 膜 面 流 速 ） と 、 最 も 小
さ い 膜 面 流 速 を 有 す る モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 濃 縮 水 膜 面 流 速 （ 最 小 濃 縮 水 膜 面 流
速 ） と が 、 下 記 の 関 係 に な る よ う に 運 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
最 大 濃 縮 水 膜 面 流 速 ／ 最 小 濃 縮 水 膜 面 流 速 ≦ １ ． ５
【 請 求 項 １ ２ 】
供 給 液 が 溶 質 濃 度 ０ ． ５ 重 量 ％ 以 上 の 水 溶 液 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い
ず れ か に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】

モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト 各 段 か ら 得 ら れ る 透 過 水 の 合 計 量 が 、 １ 段 目
供 給 水 の ５ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か

に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
逆 浸 透 膜 の 膜 面 積 あ た り の 透 過 流 束 を ０ ． ７ ５ ｍ 3  ／ ｍ 2  ・ 日 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】

最 終 段 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 濃 縮 圧 力 エ ネ ル ギ ー を
回 収 １ 段 目 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 供 給 水 こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
少 な く と も 最 終 段 の 供 給 水 に 、 ス ケ ー ル 防 止 剤 、 ス ケ ー ル
防 止 剤 の 錯 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方
法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
膜 濾 過 装 置 の 透 過 液 を 第 １ 段 目 の 逆 浸 透 膜 モ ジ ュ ー ル ユ ニ ッ ト の 供 給 液 と す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 逆 浸 透 膜 分 離 方 法 。
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